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２章では、画像認識の代表的な特徴量である Local Binary Patterns(LBP) の判別能力を向上させ
るために、複数 LBP間の共起性を考慮した CoALBP (Co-occurrence of Adjacent Local Binary Pattern)
を提案している。LBP は局所領域ごとに算出されたバイナリパターンの出現頻度を表現する特徴量で
ある。しかしながら、出現頻度という単純な情報だけでは、局所領域間の関係情報までは捉えること
は難しく、高い識別性能が得られない。そこで CoALBP では近接する局所領域から算出される LBPペ
アの出現頻度を特徴量としている。 















変化処理を行うべきか否かを適応的に切り替える RIS(Rotation Invariance Switcher)を提案してい




第 6 章では、本研究の結論および今後の展望について述べている。  
 
審 査 の 要 旨 
【批評】 
画像中の物体の空間共起性および回転特性(回転不変量と回転依存量)に基づいて提案された，４つの
特徴抽出法はいずれも高い新規性が認められる。また理論的な新規性に留まらず，細胞画像識別など
の実問題において、人間の判別能力を凌駕する性能を実現している点も高く評価できる。特に CoALBP
と RIC-LBPは LBPの拡張法として，多くの海外研究者から高い評価を受け、画像認識においては標準
的な特徴抽出に位置付けられており、現在でも、これらの方法をベースにした拡張版が多数提案され
ている。これらの事からも本研究成果のレベルの高さが伺われる。以上の独創性や実用性などを総合
的に鑑みて，本研究は学位を受けるに値する研究成果であると評価できる。 
【最終試験の結果】 
平成３１年２月７日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
